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【2011年度　スローガン】

一人ひとりが、

このまちの誇りとなれ！

‐

ほ
ま
れ‐姉妹JC（HJJCC）と

ミスチェリーブロッサムが
ハワイより来日 !!

姉妹 JC（HJJCC）と
ミスチェリーブロッサムが
ハワイより来日 !!

2011年
年間事業報告書

２
０
１
１
年
度
！
褒
賞
受
賞
者
決
定
！

（18頁）

事実!!新
10 月例会 Soul food Festa ここで明かされる !10 月例会 Soul food Festa ここで明かされる !
○○君が　　 ここまで

熱くなったのか？

あの なぜ！？

観
光
庁
長
官
を
呼
べ
た
訳
！

観
光
庁
長
官
を
呼
べ
た
訳
！

（6頁）

（13頁）（11頁）

一
体
ど
う
や
っ
た
！
？

一
体
ど
う
や
っ
た
！
？

女子会緊急発動中 !?
女子会緊急発動中 !?



（社）小田原青年会議所

「世界を感動させる観光文化都市をめざして」

このまちが好きだから
私たちは活動している・・・



2011年度 社団法人小田原青年会議所は
以下の役員で運営させていただきました
１年間ありがとうございました！　
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理事長挨拶

社団法人小田原青年会議所
第 54代 理事長

釼  持　 賢  祐

二
〇
一
一
年
を
振
り
返
っ
て

社
団
法
人
小
田
原
青
年
会
議
所　

第
５
４
代
理
事
長　

釼
持
賢
祐

　

二
〇
一
一
年
度
も
全
て
の
事
業
を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
と
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
全
て
の
子
ど
も
達
が
心
か
ら

誇
り
に
思
え
る
こ
の
ま
ち
の
創
造
に
向
け
て
、
笑
顔
溢
れ
る
ま

ち
を
創
り
た
い
。
愛
し
て
や
ま
な
い
ふ
る
さ
と
、
忘
れ
か
け
て

い
る
こ
の
ま
ち
や
国
の
真
を
伝
え
、
明
る
い
豊
か
な
社
会
を
創

造
し
、
本
年
「
誉
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

各
種
事
業
や
運
動
を
通
じ
て
、
真
の
市
民
意
識
変
革
運
動
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
本
年
、
皆
様
の
お
か
げ
で
達
成
で
き

た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
し
、
地
域
全
体
で
ま
だ
見
ぬ
未
来
を
創

造
し
、
子
ど
も
達
が
心
か
ら
誇
り
に
思
え
る
、
ま
ち
に
一
歩
前

進
し
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
こ
の
団
体
で
起
こ
っ
た

出
来
事
の
全
て
に
感
謝
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
青
年

会
議
所
で
培
っ
た
多
く
の
経
験
を
、
英
知
と
勇
気
と
情
熱
を
持
っ

て
、
真
の
強
き
小
田
原
青
年
会
議
所
の
創
造
に
向
け
、
一
切
の

妥
協
な
く
全
身
全
霊
を
傾
け
、Ｊ
Ｃ
運
動
に
邁
進
し
て
い
く
こ
と

を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。
結
び
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
我
々

が
元
気
な
く
し
て
、
こ
の
ま
ち
を
明
る
い
豊
か
な
社
会
に
す
る

こ
と
な
ど
出
来
ま
せ
ん
。
全
て
の
メ
ン
バ
ー
が
目
を
輝
か
せ
、

ま
ち
づ
く
り
運
動
に
向
き
合
え
る
明
る
い
元
気
な
組
織
力
を
生

み
出
せ
ば
、
必
然
的
に
団
体
の
求
心
力
も
上
が
っ
て
い
く
も
の

で
す
。
我
々
全
て
の
メ
ン
バ
ー
が
、己
の
誇
り
を
胸
に
抱
き
、「
こ

の
ま
ち
の
誉
」
た
ら
ん
青
年
に
な
る
こ
と
を
お
約
束
さ
せ
て
頂

き
結
び
ま
す
。
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

賛助会員紹介 社団法人小田原青年会議所はご覧の賛助企業様と
会員の会費で運営されています。

　企　　業　　名  担当者名
ケーピーシー 川辺　直行
㈲ 小島商事 小島　憲弘
小料理おかめ 吉田 美代子
大田和公認会計士事務所 大田和 俊彦
小沢重彦税理士事務所  小沢　重彦
㈱ 菊 大 菊場　康雅
㈲ 韓国焼肉店ｿｳﾙ中町店 伊藤　恵孝
㈲ ﾄﾞﾝｶﾞﾊﾞﾁｮ 清　信保
㈲ 昇 玉 込山　泰正
㈲ 魚 國 古川　孝昭
ｺﾄﾌﾞｷﾎｰﾑｾﾝﾀｰ 長谷川 豊太
㈲ 河鹿荘 井島　誠行
㈲ 早瀬幸八商店 早瀬　幸弘
㈱ エイチ・エス・エー 田中　勉
㈱ 相模ビルメン 芦川　良和
㈲ まると 穂坂　茂治
㈱ 吉池旅館 鈴木　和男
藤尾威文税理士事務所 藤尾　威文
㈱ 浅野商店 浅野　弘人
柏木歯科医院 柏木　勢
㈲ 武松工務店 武松　完
㈱ サンガレージ 大胡田 勝久
㈱ ﾌｧｰﾚﾝ小田原 鈴木　友徳
㈱ 吉沢ﾓｰﾀｰｽ 吉澤　仁
㈲ 大川染洗工場 大川　和重
㈲ 富澤時計店 富澤　雅夫
㈱ トープラ 大滝　靖生
㈲ スドウ工営 須藤　公司
㈲ プランニングボード 松木　裕一

　企　　業　　名  担当者名
（資）つばめや写真店 斉藤　雄致
㈲ 八百忠商店 内山カツ江
㈲ いろは 内田　次郎
㈲ 山田会計事務所 山田　敏紀
常盤商店 常盤　幸郎
㈲ 洋月 井上　喜司
渡辺パイプ㈱ 渡辺　元
弁護士齋藤尚之 斉藤　尚之
豊島政策研究会 豊島　輝慶
グラマラス 小川かおり
勝俣組 安藤　勇次
㈱ 美濃屋吉兵衛商店 鈴木　匡
㈱ 東華軒 飯沼　寛雄
㈲ 花泉 古屋　光章
㈱ 日栄工務店 一寸木 正直
柳下住宅設備 ㈲ 柳下　正太
㈱ 西電工 西田　卓哉
㈱ リースキン神奈川 興津　義昭
片野浩史税理士事務所 片野　浩史
天乃家石材店 ㈱ 天野　恵介
㈲ 加藤電機 加藤　智晃
㈱ 大井松田カートランド 夏苅　隆裕
守屋てるひこ事務所 守屋　輝彦
三栄管工業 ㈱   川瀬　公之
司建設 ㈱ 鈴木　達之
そば処橋本 近藤　忠之
㈲ アイプラン 栗田  康広
㈱ 丸江 江島　賢
アサヒトーヨー住器 ㈱ 渡辺　久恭

　企　　業　　名  担当者名
㈲ 井島商店 井島　章博
旭電機 ㈱ 石島　鉄也
㈱ 常盤製作所　   常盤　紳一
道場院 都築　顕道
㈲ 雅ｴｰｼﾞｪﾝｼｰ 竹内　雅二
㈱ ハシモト 橋本　槇雄
ジュテームホンダ 本多　純二
妙圓寺 中野　隆雄
川辺法律事務所 川辺　周弥
うまけりゃいい屋 又野　裕詩
㈱ 尾崎商店 尾﨑　和
㈱ 報徳会館   草山　幸子
杉山歯科医院 杉山　健
杉崎産業 ㈱ 杉崎　武彦
㈱ 原 忠 原　浩
OZAX工業㈱ 小沢　良雄
㈱ 花 憐 金山　慶昭
㈲ 池谷新聞舗 本多　克好
㈱ 小田急エージェンシー 細井　博幹
鈴廣かまぼこ ㈱ 鈴木　博晶
小料理　大こう 澤田　幸夫
㈱ 釼持技建 釼持  寛正

※順不同、敬称略
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月
間
主
な
ニ
ュ
ー
ス

事　
業

担　
当

委
員
会

例
会

■
な
で
し
こ
世
界
一　
サ
ッ
カ
ー
女

子
Ｗ
杯 （
１
７
日
）

■
地
デ
ジ
、
４
４
都
道
府
県
移
行　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
（
２
４
日
）

■
関
東
地
区
大
会

　
　
　
こ
だ
ま
大
会
（
９
日
）

■
サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

　
横
浜
（
１
４
日
〜
１
７
日
）

■
関
東
地
区
大
会

　
　
　
こ
だ
ま
大
会
（
９
日
）

■
臨
時
総
会
（
２
日
）

■
Ｊ
Ｃ　
Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル

　
Ｖ
Ｔ
Ｒ
作
成
講
座

　
　
　
　
　
　
（
２
４
日
）

■
全
国
大
会
決
起
集
会

　
名
古
屋
（
２
７
日
）

■
神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
大
会

　
秦
野
大
会
（
１
１
日
）

■
全
国
会
員
大
会

　
名
古
屋
大
会
（
２
９
日
〜
）

■
全
国
会
員
大
会

　
名
古
屋
大
会
（
〜
２
日
）

■
Ｈ
Ｊ
Ｊ
Ｃ
Ｃ

　
来
訪
交
流
事
業

　
（
２
０
日
〜
２
２
日
）

■
全
第
２
回
研
修
セ
ミ
ナ
ー

　
（
２
９
日
〜
３
０
日
）

■
Ｎ
Ｙ
市
場
で
１
ド
ル75

円
台
突

入
、
戦
後
最
高
値
を
更
新
（
１
９
日
）

■
島
田
紳
助
さ
ん
引
退
（
２
３
日
）

■
台
風
１
２
号
、
死
者
３
人
・
不
明

１
３
人　
５
０
万
人
に
避
難
指
示
・

勧
告
（
３
日
）

■
米
ア
ッ
プ
ル
、
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
死
去

　
５
６
歳
、
革
新
性
が
世
界
動
か
す

　
　
　
　
（
５
日
）

■
カ
ダ
フ
ィ
大
佐
死
亡　
リ
ビ
ア

　
　
　
　
（
２
０
日
）

■
維
新
の
会
の
橋
下
氏
・
松
井
氏
が

当
選　
大
阪
ダ
ブ
ル
選
挙
（
２
７
日
）

■
新
語
・
流
行
語
、
大
賞
は
「
な
で

し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」（
１
日
）

■
今
年
の
漢
字
は
「
絆
」（
１
２
日
）

釼持丸釼持丸2011 年度 事業のすべて。

1 月２月３月４月５月６月

月
間
主
な
ニ
ュ
ー
ス

事　
業

担　
当

委
員
会

例
会

７月８月９月１０月１１月１２月

賀詞交歓会

事務局

■
昨
年
の
全
国
大
会
で
作
ら
れ
た
夢

襷
が
箱
根
駅
伝
表
彰
式
で
使
用
さ
れ

る
（
２
日
）

■
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
、
ア
ジ
ア
王

者
（
２
９
日
）

■
京
都
会
議

（
２
０
日
〜
２
３
日
）

２月通常例会

拡大会議

■
京
大
入
試
の
試
験
中
、
問
題
を
ネ
ッ

ト
掲
示
板
に
投
稿
（
２
７
日
）

■
定
時
総
会
（
１
日
）

３月例会
アクティブシチズン
あふれるまちの創造

４月例会
みんなで一緒に守ろう、
創ろう、強い JC

５月例会
OB合同創立記念例会

６月例会
JC箱根フォーラム

誇り溢れる市民意識
確立特別委員会

■
東
日
本
大
震
災
発
災
（
１
１
日
）

■
第
１
回
研
修
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
（
７
日
）

■
拡
大
会
議
（
２
３
日
）

会員交流
委員会

アカデミー
委員会

■
福
島
原
発
事
故
、最
悪
「
レ
ベ
ル
７
」

　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
級
に
（
１
２
日
）

■
東
北
新
幹
線
、
東
京―

仙
台
で
運

転
再
開　
震
災
後
初
（
２
５
日
）

■
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
容
疑
者
を
米
軍
が

殺
害
（
１
日
）

■
公
益
法
人
制
度

　
改
革
対
応
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
（
１
４
日
）

■
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
マ
ニ
ラ
大
会

　
　
　
（
２
６
日
〜
２
９
日
）

■
ソ
ユ
ー
ズ
打
ち
上
げ
成
功　
古
川

さ
ん
長
期
滞
在
へ
（
８
日
）

■
全
国
城
下
町
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
（
１
１
日
〜
１
２
日
）

■
Ｊ‐

Ｎ
Ｅ
Ｔ
総
会

　
　
（
１
７
日
）

夢を繋ぐ
まちづくり委員会

７月例会
チームビルディング

８月例会
JCサマースクール

美しい「こころ」の学舎

11 月例会
「国家とは何か」

12 月例会
卒業生を囲む会

９月例会
伝えよう

この日本（くに）の誉

10 月例会
オダワラソウル

フードフェスタ 2011

アカデミー
委員会

誇り溢れる市民意識
確立特別委員会

誇り溢れる市民意識
確立特別委員会

徳のこころ
醸成委員会

夢を繋ぐ
まちづくり委員会

■
定
時
総
会
（
１
日
）

■
世
界
会
議
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

　
　
（
２
日
〜
７
日
）

■
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
９
日
）

■
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
（
２
４
日
）

■
あ
り
が
と
う
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
秦
野
（
２
６
日
）

■
あ
り
が
と
う
関
東
地
区

　
　
宇
都
宮
（
２
７
日
）

会員交流
委員会
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賀
詞
交
歓
会
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す

ま
ず
事
業
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い　

い
つ
・
何
処
で
・
何
の
目
的
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
か

　
２
０
１
１
年
度
社
団
法
人
小
田
原
青

年
会
議
所
の
運
動
の
方
向
性
を
理
事
長

の
所
信
表
明
か
ら
発
信
す
る
こ
と
で
、

地
域
で
活
躍
さ
れ
る
多
く
の
皆
様
に
ご

参
列
い
た
だ
き
、
２
０
１
１
年
度
の
運

動
に
対
し
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

来
賓
・
来
訪
の
方
々
に
新
た
な
組
織
を

披
露
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
顔
の
見
え

る
社
団
法
人
小
田
原
青
年
会
議
所
を
目

指
し
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
度
の
青
年
会
議
所
活
動
に
対

し
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
御
礼

を
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
関
係
諸
団

体
の
皆
様
と
連
携
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
こ
の
地
域
に
根
ざ
し
た

明
る
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
で

き
る
よ
う
交
流
を
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
し
た
。

賀
詞
交
歓
会
を
何
故
毎
年
行
う
の
で
す

か
？

　
毎
年
年
初
に
理
事
長
所
信
か
ら1

年

の
行
動
指
針
と
新
体
制
を
発
表
す
る
こ

と
で
、
ご
参
列
賜
る
方
々
に
青
年
会
議

所
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
第
２
部
に
交
流
会
を
設
け
る
こ
と

で
、「
賀
詞
」
新
年
の
お
祝
い
を
し
、「
交

歓
」
互
い
に
親
し
く
よ
ろ
こ
び
を
共
に
、

わ
か
ち
合
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
と
、

年
初
に
交
流
を
図
り
つ
つ
昨
年
度
の
御

礼
を
い
た
し
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
方
を
お

招
き
す
る
の
で
す

か
？

　
来
賓
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
々

か
ら
ご
来
場
を
賜
り

し
、
年
初
に
交
流
を

図
る
事
と
、
昨
年
度

の
活
動
に
対
し
御
礼

を
い
た
し
ま
し
た
。

　
衆
議
院
議
員
・
県

議
会
議
員
・
市
議
会

議
員
・
町
議
会
議
員

様
、
行
政
関
係
者
と

し
て
小
田
原
市
長
・

箱
根
町
町
長
・
真
鶴

町
町
長
・
湯
河
原
町

町
長
に
御
参
加
を
賜

り
ま
し
た
。

　
ま
た
商
工
会
議
所

会
頭
を
は
じ
め
と
す
る
、
地
域
で
活
躍

さ
れ
青
年
会
議
所
活
動
に
対
し
多
大
な

る
恩
恵
を
賜
る
各
企
業
の
方
々
や
各
青

年
団
体
の
方
々
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

２
月
例
会
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す

ま
ず
事
業
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い　

何
の
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
か

　
私
ど
も
拡
大
会
議
は
、
過
去
の
引
継

ぎ
検
証
を
行
い
当
会
が
置
か
れ
て
い
る

現
状
を
メ
ン
バ
ー
と
共
に
共
有
す
る
こ

と
が
最
優
先
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

広
報
総
務
会
員
交
流
、
財
政
面
か
ら
の

３
つ
の
観
点
か
ら
検
証
を
行
い
発
表
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
５
〜
１
０
年
の
卒

業
人
数
平
均
入
会
人
数
の
推
移
を
考
慮

し
た
中
で
、
非
常
に
危
機
迫
る
現
状
に

置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
例
会

と
な
り

ま

し

た
。

拡
大
会
議
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い

　
我
々
拡
大
会
議
は
、
年
間
を
通
じ
て

月
一
度
の
拡
大
会
議
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、
各
委
員
会
よ

り
内
部
出
向
を
し
て
い
た
だ
き
理
事
長

の
号
令
と
共
に
オ
ー
ル
小
田
原
で
活
動

に
従
事
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

５
０
名
と
い
う
目
標
を
掲
げ
活
動
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
目
標
に
は
遠
く
及
ば

ず
と
い
う
の
が
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
候
補
者
を
デ
ー
タ
化
す

る
こ
と
が
出
来
る
シ
ス
テ
ム
を
組
ん
だ

こ
と
で
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
進
捗
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

過
去
の
エ
ク
セ
ル
管
理
で

は
得
ら
れ
な
い
情
報
集
積

を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
本
シ
ス
テ
ム
は

２
０
１
２
年
度
へ
引
継
ぎ

も
行
う
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ

な
ス
タ
ー
ト
を
ア
シ
ス
ト

で
き
た
こ
と
は
大
変
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

1 月事業報告1月事業報告

新
春
祈
願
会

賀
詞
交
歓
会

新
春
祈
願
会

賀
詞
交
歓
会

２月事業報告２月事業報告

二
月
例
会

二
月
例
会

「
み
ん
な
の
小
さ
な
力
が

大
き
な
運
動
の
推
進
力
を
創
造
す
る
」

「
み
ん
な
の
小
さ
な
力
が

大
き
な
運
動
の
推
進
力
を
創
造
す
る
」

１
月
６
日
（
木
）

１
８
：
３
０
〜
２
０
：
３
０

湯
本
富
士
屋
ホ
テ
ル

２
月
１
日
（
火
）

１
９
：
０
０
〜
２
１
：
０
０

小
田
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
３
階　
大
研
修
室

会員出席率
８６．４％

会員出席率
８１．３％

　
２
０
１
１
年
度
、
田
代
拡
大
議
長
の
も
と

総
括
幹
事
と
し
て
拡
大
活
動
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
Ｊ
Ｃ
に
入
会
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が

簡
単
で
は
な
い
と
い
う
事
を
改
め
て
痛
感
い

た
し
ま
し
た
。
今
回
、
拡
大
の
手
法
と
し
て

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
拡
大
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
小

田
原
Ｊ
Ｃ
の
現
役
か
ら
シ
ニ
ア
の
皆
様
よ
り

小
田
原
で
起
業
さ
れ
て
い
る
方
の
情
報
を
数

多
く
い
た
だ
き
１
４
名
の
拡
大
に
成
功
し
ま

し
た
。
今
後
も
拡
大
に
関
し
て
は
、
永
遠
の

課
題
だ
と
思
う
の
で
メ
ン
バ
ー
全
員
で
取
り

組
ん
で
い
き
次
の
世
代
へ
と
人
材
を
残
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
ぜ
ひ
来
年
か

ら
も
皆
様
の
お
力
で
会
員
拡
大
を
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
田
代
議
長
を
は
じ
め
と
し
ま
す

拡
大
会
議
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
メ
ン
バ
ー
の

皆
様
、
一
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。拡大会議

総括幹事 澤田勇太

例会担当
事務局長　小 形 健 作

例会担当
事務局長　小 形 健 作

例会担当
副理事長兼拡大会議議長  田 代 守 孝

例会担当
副理事長兼拡大会議議長  田 代 守 孝拡大会議副議長

平 野  滋 樹
拡大会議副議長
平 野  滋 樹

拡大会議副議長
磯 崎  武 志
拡大会議副議長
磯 崎  武 志

新春祈願会の様子　（松原神社）新春祈願会の様子　（松原神社）

理事長所信表明理事長所信表明
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こ
の
例
会
の
事
業
概
要
を
教
え
て
く
だ

さ
い
　
講
師
に
開
成
町
町
長
露
木
順
一
氏
を

お
迎
え
し
、
自
分
の
住
む
ま
ち
を
よ
り

良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
見
識
を
積

む
場
を
目
指
し
て
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
開
成
町
は
人
口
の
増
加
率
が
８
．

３
％
で
県
下
で
は
横
浜
や
川
崎
以
外
で

は
ト
ッ
プ
だ
そ
う
で
す
。
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
り
現
在
に
有
効
な
土
地
活

用
が
出
来
た
お
話
や
、
文
化
財
を
利
用

し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
法
な
ど
を
お
話

頂
き
ま
し
た
。
市
民
に
と
り
一
番
近
い

行
政
単
位
で
あ
る
地
方
自
治
体
の
抱
え

る
現
状
の
課
題
を
認
識
し
、
そ
の
な
か

で
地
域
市
民
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
し

て
何
が
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
で
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
行
政
に
対
し
関
心
を

持
ち
、
積
極
的
に
参
画
で
き
る
よ
う
な

ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
っ
て
な
に
？

（
室
伏
副
委
員
長
）

　
地
域
政
治
や
地
域
の
諸
問
題
に
対

し
、
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
そ
の
課
題

解
決
に
向
け
て
主
体
的
、
積
極
的
に
行

動
し
て
い
く
市
民
の
こ
と
で
、
要
す
る

に
自
分
が
こ
の
ま
ち
を
つ
く
っ
て
や
る

ん
だ
と
気
概
を
も
っ
て
行
動
す
る
人
、

ど
う
し
た
ら
こ
の
ま
ち
が
良
く
な
る
か

を
考
え
て
行
動
す
る
人
を
ア
ク
テ
ィ
ブ

シ
チ
ズ
ン
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
例
会
を
通
じ
て
将
来
こ
の
ま
ち
が

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
か

　
市
民
と
行
政
と
が
同
じ
方
向
を
目
指

し
、
共
に
手
を
取
り
合
い
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。
市
民
の
積

極
的
な
参
画
に
よ
り
投
票
率
が
向
上

し
、
市
民
の
行
政
に
対
す
る
関
心
が
高

い
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

こ
の
例
会
成
功
に
終
わ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
も
し
も
同
じ
担
当
が
出
来
た
ら

付
け
加
え
た
い
事
あ
る
？

　
講
師
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
十
分
に

行
っ
た
う
え
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
手
法

で
は
な
く
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
ど
う

い
っ
た
役
割
を
負
う
べ
き
か
、
や
る
気

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
未
来
志
向
型
の

講
演
、
事
業
に
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
講

演
は
短
く
し
て
、
討
論
の
場
を
積
極
的

に
設
け
た
ほ
う
が
良
い
。
出
席
者
全
員

で
参
加
す
る
こ
と
の
出
来
る
設
え
を
し

た
ほ
う
が
良
い
。（
３
月
例
会
で
は
出

席
者
の
積
極
的
な
参
加
と
い
う
も
の
を

促
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
十

一
月
事
業
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
て
参
加
者
全
員
参
加
型
の

Ｙ
Ｅ
Ｓ
，

Ｎ
Ｏ
ク
イ

ズ
を
取
り

入
れ
一
人

ひ
と
り
が

参
加
で
き

る
よ
う
な

設
え
と
致

し
ま
し

た
。）

４
月
例
会
に
つ
い
て
下
記
に
お
聞
き
し

ま
す
。
ま
ず
事
業
概
要
を
教
え
て
く
だ

さ
い　

震
災
後
初
の
例
会
と
い
う
こ
と
で
、
当

初
開
催
も
危
う
い
状
態
で
し
た
が
、
会

員
交
流
と
し
て
皆
で
と
に
か
く
集
ま
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
、
今
後
の
（
社
）

小
田
原
青
年
会
議
所
の
運
動
の
指
針
を

メ
ン
バ
ー
へ
伝
え
る
こ
と
、
メ
ン
バ
ー

同
士
の
結
束
力
を
高
め
、
士
気
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
、
今
後
予

想
さ
れ
て
い
る
東
海
地
震
、
関
東
地
震

に
備
え
、
メ
ン
バ
ー
及
び
そ
の
家
族
を

守
る
為
の
防
災
情
報
の
発
信
を
行
い
、

防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
致
し
ま
し
た
。

震
災
後
最
初
の
例
会
を
行
う
に
あ
た
っ

て
の
思
い

様
々
な
諸
団
体
が
こ
の
時
期
中
止
を
訴

え
て
い
た
が
、
小
田
原
Ｊ
Ｃ
は
絶
対
に

中
止
に
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
、
ど

う
し
た
ら
メ
ン
バ
ー
の
方
に
来
て
も
ら

え
る
か
に
重
き
を
置
き
、
例
会
の
企
画

を
し
ま
し
た
。

本
当
に
や
り
た
か
っ
た
内
容
と
は
？

小
田
原
ア
リ
ー
ナ
に
て
、「
と
に
か
く

楽
し
い
」「
２
時
間
笑
い
っ
ぱ
な
し
」

の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
交
流
例
会
を
開
催

し
た
か
っ
た
で
す
。

急
遽
内
容
を
変
更
し
て
大
変
だ
っ
た
事

は
？

様
々
な
情
報
が
錯
綜
し
、
特
に
計
画
停

電
の
日
程
も
見
え
ず
、
開
催
場
所
に
悩

み
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
決
定
し
て
か

ら
の
時
間
が
な
く
、
メ
ン
バ
ー
の
こ
と

を
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
内
容
を
い
か

に
す
る
か
の
決
断
が
で
き
ず
、
苦
労
し

ま
し
た
。

絆
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い

４
月
例
会
内
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
と

寄
木
細
工
の
お
店
で
も
あ
る
ク
ラ
フ
ト

え
い
と
様
（
小
田
原
市
城
山1-9-9

）

が
「
頑
張
れ
東
北
・
絆
」
ス
ト
ラ
ッ
プ

を
６
０
個
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

例
会
内
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
（
１
個
５
０

０
円
以
上
）
を
行
っ
た
所
、
合
計
５
３
，

０
０
０
円
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
お

金
も
全
て
義
援
金
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
協
力
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

３月事業報告３月事業報告

三
月
例
会

三
月
例
会

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン

あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
創
造

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン

あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
創
造

４月事業報告４月事業報告

四
月
例
会

四
月
例
会

〜
み
ん
な
で
一
緒
に
守
ろ
う
、

　
　
　
創
ろ
う
、
強
い
Ｊ
Ｃ
〜

〜
み
ん
な
で
一
緒
に
守
ろ
う
、

　
　
　
創
ろ
う
、
強
い
Ｊ
Ｃ
〜

３
月
１
日
（
火
）

１
９
：
０
０
〜
２
１
：
０
０

小
田
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
３
階　
大
研
修
室

担
当
：
誇
り
あ
ふ
れ
る

市
民
意
識
確
立
特
別
委
員
会

会員出席率
８２．７％

４
月
２
日
（
土
）

１
９
：
０
０
〜
２
１
：
０
０

料
亭 

門 

松

担
当
：
会
員
交
流
委
員
会

会員出席率
８６．０％

会員交流委員会
委員長　平野 滋樹
会員交流委員会
委員長　平野 滋樹

例会担当：
誇り溢れる市民意識
確立特別委員会

副委員長　室伏 菊寿

例会担当：
誇り溢れる市民意識
確立特別委員会

副委員長　室伏 菊寿
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５
月
Ｏ
Ｂ
合
同
創
立
記
念
例
会
は
何
の
目
的

で
行
い
な
ぜ
Ｏ
Ｂ
合
同
は
必
要
な
の
か
？

　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
現
役
メ
ン
バ
ー
の
交
流

が
な
さ
れ
、
互
い
に
新
た
な
「
気
付
き
」
が

生
ま
れ
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
現
役
メ
ン
バ
ー

が
一
体
と
な
っ
た
強
い
組
織
を
創
り
上
げ
る

こ
と
。
ま
た
、
創
立
記
念
例
会
の
意
味
合
い

を
再
確
認
し
、
現
役
メ
ン
バ
ー
が
過
去
の
軌

跡
を
知
る
こ
と
に
よ
り
今
後
の
運

動
の
糧
に
す
る
。
ま
た
東
日
本
大

震
災
支
援
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

こ
れ
か
ら
の
支
援
活
動
に
つ
な
げ

る
た
め
に
開
催
し
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
の
本
音
の
お
話
を
聞
い
て
ど

う
感
じ
ま
し
た
か
？

　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
の
代
表
者

の
方
々
に
当
時
の
苦
労
話
や
小
田

原
Ｊ
Ｃ
に
つ
い
て
過
去
の
軌
跡
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
、
現
役
メ
ン
バ
ー
に

と
っ
て
多
く
の
新
た
な
気
付
き
を
得
る
場
と

な
り
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
と
現
役
メ
ン

バ
ー
と
の
一
体
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
例

年
よ
り
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
の
参
加
人
数
が

多
数
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
例
会

冒
頭
に
て
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
へ
黙
祷

を
捧
げ
、
現
役
メ
ン
バ
ー
で
行
っ
た
被
災
地

へ
の
義
援
金
の
募
金
活
動
に
つ
い
て
重
ね
て

の
協
力
依
頼
と
こ
れ
ま
で
の
義
援
金
募
金
の

報
告
を
行
い
、
今
後
の
活
動
へ
理
解
を
深
め

こ
と
で
被
災
地
へ
の
支
援
と
な
っ
た
。

今
年
で
卒
業
さ
れ
来
年
か
ら
Ｏ
Ｂ
と
な
る
磯

崎
委
員
長
に
聞
き
ま
す
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
っ

て
何
で
す
か
？

　
現
在
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
の
人
数
は
３
１

７
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
卒
業
生
の
殆
ど

が
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
Ｊ
Ｃ
を
卒
業
し

て
も
私
達
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
し
な

が
ら
現
役
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
ま
す
。

私
も
現
役
で
１
５
年
間
Ｊ
Ｃ
を
や
っ
て
き
ま

し
た
が
先
輩
Ｏ
Ｂ（
シ
ニ
ア
）
の
サ
ポ
ー
ト
が

無
け
れ
ば
こ
こ
ま
で
の
活
動
は
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
年
卒
業
し
た
ら
も
ち
ろ
ん
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
会
員
と
な
り
私
が
先
輩
か
ら
し
て

も
ら
っ
た
事
を
後
輩
へ
伝
え
て
い
き
ま
す
。

５月事業報告５月事業報告

五
月
例
会

五
月
例
会
Ｏ
Ｂ
合
同　
創
立
記
念
例
会

〜
歴
史
と
伝
統
、
そ
し
て
未
来
へ
〜

Ｏ
Ｂ
合
同　
創
立
記
念
例
会

〜
歴
史
と
伝
統
、
そ
し
て
未
来
へ
〜

５
月
１
０
日
（
火
）

１
９
：
０
０
〜
２
１
：
０
０

ベ
ル
ジ
ュ
ー
ル

会員出席率
８1．1％

アカデミー委員会
委員長　磯崎武志
アカデミー委員会
委員長　磯崎武志

小田原ＪＣ
シニアクラブ
釼持全祐先輩

小田原ＪＣ
シニアクラブ
釼持全祐先輩

小田原ＪＣ
シニアクラブ
川邊直行先輩

小田原ＪＣ
シニアクラブ
川邊直行先輩

小田原ＪＣ　新入会員小田原ＪＣ　新入会員

湘南ベルマーレ　ＦＡＯ　からのＰＲタイム湘南ベルマーレ　ＦＡＯ　からのＰＲタイム

小田原ＪＣ　シニアクラブ
飯沼 寛雄先輩をはじめとする先輩諸兄

小田原ＪＣ　シニアクラブ
飯沼 寛雄先輩をはじめとする先輩諸兄 05



６
月
例
会
は
何
の
目
的
で
行
わ
れ
た
の
で
す

か
？

　
我
々
の
属
す
る
観
光
エ
リ
ア
（
御
殿
場
・

裾
野
・
沼
津
・
三
島
・
熱
海
・
あ
し
が
ら
・

小
田
原
）
を
、
日
本
を
代
表
す
る
観
光
エ
リ

ア
に
し
て
い
き
、
関
連
地
域
の
青
年
会
議
所

と
連
携
し
て
具
体
的
な
運
動
展
開
を
し
て
い

く
気
運
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

苦
労
と
歓
喜
・
一
番
苦
労
し
た
点
と
一
番
感

動
し
た
点
を
教
え
て
下
さ
い

　
一
番
苦
労
し
た
点
は
、
広
域
観
光
エ
リ
ア

の
創
造
に
向
け
、
具
体
的
な
事
業
展
開
が
見

え
な
い
中
、
他
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
方
々
を
巻
き
込
ん

で
い
く
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。　
　

　
一
番
感
動
し
た
点
は
、
溝
畑
観
光
庁
長
官

か
ら
、こ
の
取
組
み
に
対
し
て
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
の
機

運
を
高
め
ら
れ
た
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

（
神
戸
委
員
長
）Ｓ
Ｌ
の
思
い
は
ま
だ
残
っ
て

い
ま
す
か
。

　
残
っ
て
い
ま
す
。
御
殿
場
線
に
Ｓ
Ｌ
を
走

ら
せ
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
自
ら
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

な
ぜ
観
光
庁
長
官
を
呼
べ
た
の
か
？

　
神
山
議
員
と
の
つ
な
が
り
や
中
台
先
輩（
横

須
賀
Ｊ
Ｃ
シ
ニ
ア
）
と
の
つ
な
が
り
を
活
か

す
こ
と
が
で
き
、
溝
畑
長
官
自
身
も
こ
の
観

光
エ
リ
ア
に
強
い
期
待
を
持
っ
て
い
た
た
め

で
す
。

こ
の
観
光
圏
は
将
来
ど
う
あ
る
べ
き
か
？

　
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
か
ら
の
観
光
客
に

も
っ
と
開
か
れ
た
観
光
エ
リ
ア
に
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

６月事業報告６月事業報告

六
月
例
会

六
月
例
会
『
Ｊ
Ｃ
箱
根
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

〜
ぐ
る
っ
と
箱
根
・
観
光
エ
リ
ア
の
創
造
に
向
け
て
〜

『
Ｊ
Ｃ
箱
根
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

〜
ぐ
る
っ
と
箱
根
・
観
光
エ
リ
ア
の
創
造
に
向
け
て
〜

６
月
１
６
日
（
木
）

１
８
：
３
０
〜
２
１
：
０
０

湯
本
富
士
屋
ホ
テ
ル

Ｊ
Ｃ
サ
ミ
ッ
ト

〜
志
高
き
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
よ
、
箱
根
山
へ
い
ざ
集
へ
〜

１
７
：
０
０
〜
１
８
：
０
０

会員出席率
８8．8％

夢を繋ぐまちづくり委員会
委員長　神戸 秀典

夢を繋ぐまちづくり委員会
委員長　神戸 秀典

観光庁長官
溝畑 宏 氏
観光庁長官
溝畑 宏 氏

（社）小田原青年会議所
理事長　釼持賢祐

（社）小田原青年会議所
理事長　釼持賢祐

輝く未来創造室
室長　佐藤友彦
輝く未来創造室
室長　佐藤友彦

２０１０年度
（公社）日本青年会議所
「地域のたから」創造会議

中台 学 先輩

２０１０年度
（公社）日本青年会議所
「地域のたから」創造会議

中台 学 先輩

夢を繋ぐまちづくり委員会
委員長　神戸 秀典

夢を繋ぐまちづくり委員会
委員長　神戸 秀典

箱根町長
山口 昇士 氏
箱根町長
山口 昇士 氏
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毎
年
行
わ
れ
て
い
る
国
際
交
流
事
業
で
す
が

目
的
と
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
姉
妹
Ｊ
Ｃ
で
あ
る
ホ
ノ
ル
ル
日
系
人
青
年

会
議
所
と
の
国
際
交
流
事
業
と
し
て
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
６
月
に
は
Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
が
ホ
ノ
ル

ル
へ
訪
問
し
、
１
１
月
に
は
Ｈ
Ｊ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
メ

ン
バ
ー
が
小
田
原
に
訪
れ
ま
す
。
本
年
度
は

互
い
の
友
情
・
絆
を
深
め
、
こ
の
地
域
の
魅

力
を
感
じ
て
い
た
だ
く
事
に
よ
り
自
国
へ
の

発
信
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
さ
ら

な
る
国
際
交
流
の
波
及
を
目
指
し
ま
し
た
。

事
業
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
例
年
に
お
け
る
、Ｈ
Ｊ
Ｊ
Ｃ
Ｃ・
小
田
原
Ｊ

Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
同
士
を
軸
に
し
た
交
流
か
ら
、

そ
の
輪
を
地
域
市
民
と
の
関
わ
り
の
あ
る
時

間
づ
く
り
へ
と
昇
華
さ
せ
る
よ
う
、
例
年
に

な
い
、
小
学
生
と
の
交
流
事
業
及
び
、
箱
根

町
観
光
課
、
箱
根
町
観
光
協
会
の
参
加
に
よ

る
、
相
互
の
誘
客
宣
伝
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

■
１
０
月
２
０
日
（
木
）

﹇
観
光
①
﹈　
湯
河
原
万
葉
公
園

﹇
事
業
①
﹈　
小
学
生
と
の
交
流
事
業

﹇
事
業
②
﹈　
ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ
ル
ル
と
箱
根
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
国
際
観
光
都
市

Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
設
置
・
運
営

[

事
業
③]     

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
（
箱

根
湯
本
ホ
テ
ル
）

■
１
０
月
２
１
日
（
金
）

﹇
観
光
②
﹈　
箱
根
を
隅
々
ま
で
知
り
つ
く
す

ツ
ア
ー

[

事
業
③] 　
　
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

（
井
上
幹
事
邸
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
）

Ｈ
Ｊ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
に
参
加
し
て　
（
小
西
正
泰
）

Ｈ
Ｊ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
参
加
の
き
っ
か
け
を
お
聞
か
せ

下
さ
い

　
今
回
の
Ｈ
Ｊ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
は
、
毎
年
恒
例
で
ハ

ワ
イ
へ
家
族
旅
行
を
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
、

非
常
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
丁
度

そ
の
ハ
ワ
イ
旅
行
も
翌
月
に
控
え
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
み
た
い
こ
と

や
、
仲
良
く
な
っ
て
、
あ
ち
ら
へ
行
っ
て
か

ら
も
ま
た
会
え
る
と
い
い
な
あ
と
い
う
期
待

も
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
参
加
し
て
み
る
と
、

ハ
ワ
イ
の
同
世
代
の
方
々
と
行
動
を
共
に
す

る
中
で
、
仕
事
や
生
活
ス
タ
イ
ル
等
の
い
ろ

い
ろ
な
情
報
交
換
も
出
来
、
大
変
有
意
義
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
こ
と

で
知
り
合
い
が

で
き
、
ハ
ワ
イ

行
っ
た
と
聞
き

ま
し
た
が
感
想
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
貴
重

な
経
験
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　
　
　
　
　

　
Ｈ
Ｊ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
参
加
の
翌
月
、
私
は
家
族

で
ハ
ワ
イ
を
旅
行
し
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
で
は
、

連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
Ｈ
Ｊ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
メ

ン
バ
ー
と
再
会
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

彼
は
不
動
産
会
社
に
勤
務
し
て
い
て
、
普
段

は
大
変
忙
し
い
方
な
の
で
す
が
、
私
た
ち
の

短
い
旅
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
２
晩

も
付
き
合
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
初
日
の
夜
は
、

地
元
の
人
た
ち
が
集
ま
る
バ
ー
で
い
ろ
い
ろ

な
人
種
の
若
者
と
盛
り
上
が
り
、
２
日
目
の

夜
は
、
先
月
日
本
に
来
て
い
た
ミ
ス
・
チ
ェ

リ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
の
１
人
と
、Ｈ
Ｊ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の

メ
ン
バ
ー
数
人
を
集
め
て
く
れ
、
私
た
ち
家

族
と
一
緒
に
楽
し
い
食
事
会
と
な
り
ま
し
た
。

皆
、
多
忙
で
あ
り
、
急
な
誘
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
集
ま
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
激
し
、
お

酒
は
す
す
み
、
会
話
も
弾
み
ま
し
た
。
彼
ら

は
日
本
を
回
っ
た
中
で
も
特
に
小
田
原
は
他

の
都
市
に
比
べ
て
静
か
で
海
や
山
も
あ
り
、

皆
楽
し
い
人
た
ち
ば
か
り
で
と
て
も
気
に

入
っ
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
た
ち

が
暮
ら
す
街
が
、
海
外
の
人
た
ち
に
評
価
さ

れ
、
改
め
て
こ
の
土
地
の
良
さ
、
素
晴
ら
し

さ
を
実
感
し
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。
今
後

JC

活
動
を
通
し
て
さ
ら
に
郷
土
愛
を
も
っ
て

盛
り
上
げ
て
い
か
な
く
て
は
と
強
く
思
い
ま

し
た
。
彼
ら
と
は
再
会
の
約
束
を
し
て
別
れ

ま
し
た
が
、
今
回
の
ハ
ワ
イ
滞
在
中
に
Ｈ
Ｊ

Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
と
の
距
離
が
ぐ
っ
と
近

く
な
り
、
次
回
の
ハ
ワ
イ
に
行
く
事
業
で
の

再
開
と
彼
ら
の
来
日
が
益
々
楽
し
み
に
な
り

ま
し
た
。

年間事業報告年間事業報告

Ｈ
Ｊ
Ｊ
Ｃ
Ｃ

　
　
　
ハ
ワ
イ
の
地
か
ら

Ｈ
Ｊ
Ｊ
Ｃ
Ｃ

　
　
　
ハ
ワ
イ
の
地
か
ら

ＨＪＪＣＣ事業を始めて
体験した小西正泰君

ＨＪＪＣＣ事業を始めて
体験した小西正泰君
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７
月
家
族
例
会
の
概
要
を
教
え
て
下
さ
い
？

　
７
月
２
日
土
曜
日
に
ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
で

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
目

的
と
し
て
は
、
チ
ー
ム
内
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
や
各
自
の
分
担
さ
れ
た
役
割
を
責
任
持
っ

て
果
た
し
、
与
え
ら
れ
た
課
題
を
す
ば
や
く

解
決
に
導
い
て
い
く
。
そ
れ
ら
を
行
う
こ
と

で
メ
ン
バ
ー
個
々
の
積
極
的
な
指
導
力
・
行

動
力
、
ま
た
問
題
解
決
力
が
身
に
つ
き
、
ま

た
青
年
会
議
所
の
委
員
会
を
チ
ー
ム
と
し
て

分
け
、
研
修
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
活
気
あ

ふ
れ
・
一
体
感
を
高
め
ら
れ
る
チ
ー
ム
（
委

員
会
）
を
目
指
し
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
に
求

め
ら
れ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
養
う
こ
と

で
組
織
進
化
に
繋
が
り
ま
す
。

　
家
族
も
一
緒
に
参
加
し
、
様
々
な
難
関
を

家
族
一
体
と
な
っ
て
超
え
て
い
く
こ
と
で
、

家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
構
築
や
信
頼
関

係
の
向
上
が
期
待
で
き
、
ま
た
青
年
会
議
所

運
動
に
理
解
を
深
め
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
は
何
で
す
か
？

　
体
と
頭
を
使
っ
た
各
種
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
通
じ
て
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
体
験
し
ま
す
。チ
ー

ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
と
は
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
ひ

と
り
人
１
人
が
真
剣
に
取
り
組
ま
な
い
と
達

成
で
き
な
い
課
題
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
一
見

難
し
そ
う
に
思
え
る
事
を
、
チ
ー
ム
の
戦
略
、

役
割
分
担
、
絶
対
に
で
き
る
と
言
う
信
念
で

不
可
能
を
可
能

に
変
え
て
ゆ
く

事
を
実
際
に
体

験
し
、
そ
の
中

で
『
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ

（
戦
略
立
案
）↓

Ｄ
ｏ（
実
行
）↓

Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ（
評

価
）』
の
サ
イ
ク

ル
を
経
験
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。

７月事業報告７月事業報告

七
月
家
族
例
会

七
月
家
族
例
会

「
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」

「
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」

７
月
２
日
（
土
）

１
１
：
０
０
〜
１
６
：
０
０

ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ

会員出席率
８1．1％
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特
別
委
員
会
と
し
て
何
を
伝
え
た
か
っ
た
の

か
。
教
え
て
下
さ
い
。

　
先
人
た
ち
の
熱
い
思
い
で
作
ら
れ
て
き
た

こ
の
国
の
歴
史
認
識
を
再
確
認
す
る
こ
と
で
、

先
人
た
ち
に
敬
意
を
も
っ
て
頂
き
、
我
々
責

任
世
代
で
あ
る
Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
が
今
後
２
０

年
・
３
０
年
先
を
見
つ
め
、
ど
の
よ
う
に
歩

む
べ
き
か
、
そ
の
道
標
に
な
れ
ば
と
思
い
開

催
し
ま
し
た
。

 

紙
芝
居
の
思
い　
　
紙
芝
居
作
成
の
苦
労
話

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
紙
芝
居
作
成
に
あ
た
り
、
ま
ず
絵
を
描
く

人
を
さ
が
し
た
。
姪
が
美
術
の
学
校
に
通
っ

て
い
た
の
で
お
願
い
し
た
が
な
か
な
か
引
き

受
け
て
く
れ
ず
、
ご
馳
走
を
し
て
、
よ
う
や

く
引
き
受
け
て
も
ら
っ
た
。
今
後
こ
の
紙
芝

居
は
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
活
用
し
て
い
き
た

い
で
す
。

 

こ
の
例
会
で
メ
ン
バ
ー
は
何
を
学
び
今
後
ど

の
よ
う
な
活
動
を
す
る
べ
き
か
？

　
ま
ず
は
、
メ
ン
バ
ー
が
真
の
歴
史
観
を
持

ち
報
道
プ
ロ
バ
ガ
ン
ダ
に
左
右
さ
れ
な
い
知

識
・
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
が

会
社
や
家
族
に
し
っ
か
り
と
日
本
人
の
誇
り

や
自
信
を
伝
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

 

石
井
副
委
員
長
は
誰
が
見
て
も
途
中
で
Ｊ
Ｃ

に
対
す
る
ス
イ
ッ
チ
が
切
り
替
わ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

　
昨
年
の
今
頃
、
家
族
に
Ｊ
Ｃ
反
対
運
動
を

起
こ
さ
れ
退
会
も
視
野
に
入
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
副
委
員
長
を
任
さ
れ
簡
単
に
辞
め
る

事
も
出
来
な
い
と
思
い
、
家
族
の
説
得
を
し

た
結
果
、
了
解
を
頂
き
Ｊ
Ｃ
活
動

の
復
活
が
か
な
い
ま
し
た
。
家
族

の
理
解
を
得
て
の
Ｊ
Ｃ
活
動
な
の

で
中
途
半
端
な
気
持
ち
で
や
っ
て

は
い
け
な
い
と
思
い
一
生
懸
命
、

活
動
す
る
事
を
決
め
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
の
９
月
例
会
を
任
さ
れ
本

気
で
も
う
一
度
日
本
の
歴
史
を
勉

強
し
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
共
に

０
か
ら
作
り
上
げ
た
事
業
で
し

た
。
も
ち
ろ
ん
終
了
後
の
達
成
感

は
半
端
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
が
、

ス
イ
ッ
チ
が
切
り
替
わ
っ
た
の
は

年
当
初
の
準
備
の
段
階
か
ら
委
員

会
メ
ン
バ
ー
が
私
を
信
じ
て
つ
い

て
き
て
く
れ
て
時
間
を
共
有
し
た

時
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

 

９月事業報告９月事業報告

九
月
例
会

九
月
例
会
「
伝
え
よ
う
こ
の
日
本
の
誉
」

「
伝
え
よ
う
こ
の
日
本
の
誉
」

（
く
に
）

（
く
に
）

９
月
６
日
（
火
）

１
９
：
０
０
〜
２
１
：
０
０

小
田
原
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

担
当
：
誇
り
あ
ふ
れ
る

市
民
意
識
確
立
特
別
委
員
会

会員出席率
78．2％

例会担当：
誇り溢れる市民意識
確立特別委員会
副委員長　石井 昇

例会担当：
誇り溢れる市民意識
確立特別委員会
副委員長　石井 昇

誇り溢れる市民意識
確立特別委員会
委員長　杉山 隆寛

誇り溢れる市民意識
確立特別委員会
委員長　杉山 隆寛

講師：藤本 一磨氏講師：藤本 一磨氏
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公
益
法
人
制
度
改
革
対
応
セ
ミ
ナ
ー　

の
事
業
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
数
々
の
公
益
申
請
に
携
わ
ら
れ
て
い

る
秋
田
聡
税
理
士
事
務
所　
所
長　
秋

田
聡
氏
を
お
招
き
し
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴
い
、
社
団
法

人
小
田
原
青
年
会
議
所
も
、
平
成
２
０

年
１
２
月
か
ら
平
成
２
５
年
１
１
月
末

日
ま
で
の
５
年
間
に
、「
一
般
社
団
（
財

団
）法
人
」か「
公
益
社
団（
財
団
）法
人
」

へ
の
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ

に
よ
り
（
社
）
小
田

原
青
年
会
議
所
は
、

「
公
益
社
団
法
人
格
取

得
」
に
向
け
、
２
０

１
１
年
度
で
公
益
申

請
し
、
２
０
１
２
年

度
の
取
得
を
目
指
す

た
め
、
会
員
の
皆
様

に
、
そ
れ
ま
で
の
準

備
・
取
得
に
つ
い
て

の
必
要
な
内
容
の
理

解
を
深
め
て
頂
き
、

今
後
行
う
事
業
内
容

や
予
算
面
に
つ
い
て

公
益
取
得
を
意
識
し

た
活
動
が
出
来
る
よ

う
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

公
益
法
人
制
度
改
革
っ

て
何
で
す
か
？

　
明
治
２
９
年
に
民
法

が
制
定
さ
れ
て
以
来
見

直
し
の
行
わ
れ
て
こ
な

か
っ
た
分
野
で
あ
り
、

実
際
上
の
問
題
と
し
て

「
官
庁
の
許
可
制
で
あ
る

た
め
、
行
政
側
に
と
っ

て
都
合
の
よ
い
公
益
法

人
が
許
可
さ
れ
や
す
く
、

許
可
の
基
準
が
明
確
で

な
い
」「
公
益
性
の
基
準

が
時
代
に
即
応
で
き
な

い
」「
営
利
法
人
に
似
た

事
業
を
行
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
税
制
優

遇
を
受
け
て
い
て
、
民

業
を
圧
迫
し
て
い
る
公
益
法
人
が

存
在
し
て
い
る
」
な
ど
の
批
判
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
見
直
し
を
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
民
間
非
営
利
部

門
の
活
動
の
健
全
な
発
展
を
促
進

し
、
現
行
の
公
益
法
人
制
度
に
見

ら
れ
る

様
々
な
問

題
に
対
応

す
る
た
め
、

従
来
の
主

務
官
庁
に

よ
る
公
益

法
人
の
設

立
許
可
制

度
を
改
め
、

登
記
の
み

で
法
人
が

設
立
で
き

る
制
度
を

創
設
す
る

と
と
も
に
、

そ
の
う
ち

の
公
益
目

的
事
業
を
行
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と

す
る
法
人
に
つ
い
て
は
、
民
間
有
識
者

に
よ
る
委
員
会
の
意
見
に
基
づ
き
公
益

法
人
に
認
定
す
る
制
度
を
創
設
し
た
。

渉
外
委
員
会
が
受
け
持
っ
た

今
年
の
各
種
大
会
を

教
え
て
く
だ
さ
い

■
１
月
２
０
日
〜
２
３
日

京
都
会
議

■
５
月
２
６
日
〜
２
９
日

Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
マ
ニ
ラ
大
会

ｉ
ｎ
フ
ィ
リ
ピ
ン

■
７
月
９
日

関
東
地
区
大
会
ｉ
ｎ
こ
だ
ま

■
７
月
１
４
日
〜
１
７
日

サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ｉ
ｎ
横
浜

■
９
月
１
１
日

神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
大
会
ｉ
ｎ
秦
野

■
９
月
２
９
日
〜
１
０
月
２
日

全
国
会
員
大
会　
名
古
屋
大
会　

■
１
１
月
２
日
〜
７
日

世
界
大
会
ｉ
ｎ
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

■
１
１
月
２
６
日

あ
り
が
と
う
ブ
ロ
ッ
ク
ｉ
ｎ
秦
野

■
１
１
月
２
７
日

あ
り
が
と
う
関
東
地
区
ｉ
ｎ
宇
都
宮

を
受
け
持
ち
ま
し
た
。

PICK UP!PICK UP!

公
益
法
人
格

取
得
に
向
け
て

公
益
法
人
格

取
得
に
向
け
て

PICK UP!PICK UP!

全
国
会
員
大
会

　
名
古
屋
大
会

全
国
会
員
大
会

　
名
古
屋
大
会

５
月
１
４
日
（
土
）

１
９
：
０
０
〜
２
０
：
４
５

小
田
原
ア
リ
ー
ナ
大
会
議
室

公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所

第
６
０
回
全
国
会
員
大
会

名
古
屋
大
会

９
月
３
０
日
（
金
）

　
〜
１
０
月
１
日
（
土
）

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
他

小田原丼が準グランプ
リ獲得 !

小田原丼が準グランプ
リ獲得 !

公益法人格取得担当
公益財務委員会
委員長　石 田 正 法

公益法人格取得担当
公益財務委員会
委員長　石 田 正 法

セミナー開催風景セミナー開催風景

講師：秋 田  聡 氏講師：秋 田  聡 氏

渉外委員会
委員長　三宅秀和
渉外委員会

委員長　三宅秀和
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こ
の
事
業
の
目
的
は
何
で
す
か
？

　
わ
れ
わ
れ
の
観
光
エ
リ
ア
に
あ
る
地

域
の
魅
力
の
発
信
と
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

向
上
の
た
め
で
す
。

（
神
戸
委
員
長
）
次
年
度
以
降
こ
の
事
業

は
ど
う
な
っ
て
欲
し
い
で
す
か
？

　
こ
の
地
域
に
は
、
ま
だ
ま
だ
埋
も
れ

た
観
光
資
源
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ

れ
ら
を
発
掘
し
て
磨
き
、
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
、
ひ
と
つ
の
ス
テ
ー

ジ
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
。

（
中
村
大
司
副
委
員
長
）
神
戸

委
員
長
へ
の
感
謝
の
思
い
。

こ
の
事
業
を
終
え
て
、
率
直

な
感
想
。

　
途
中
何
度
も
心
が
折
れ
か

か
り
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で

や
り
切
る
事
が
出
来
て
少
し

だ
け
成
長
出
来
た
気
が
致
し

ま
す
。

委
員
長
に
は
、
一
年
間
お
世

話
に
な
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

神
戸
委
員
長
の
本
音
〜
本
音
の
本
音
〜

本
当
は
委
員
長
の
重
責
を
担
い
た
か
っ

た
の
か
否
か
。

　
全
国
会
員
大
会
を
主
管
し
た
Ｌ
Ｏ
Ｍ

の
一
年
目
の
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
と

言
う
事
で
本
気
で
悩
み
も
が
き
続
け
た

一
年
で
し
た
。

　
夢
を
繋
ぐ
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
委
員

長
と
し
て
の
重
責
は
誠
に
重
く
感
じ
ま

し
た
が
、
受
け
た
か
ら
に
は
絶
対
に
や

り
遂
げ
る
と
言
う
強
い
覚
悟
と
気
合
い

で
走
り
続
け
た
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
一
年
間
を

振
り
返
り
、
素

晴
ら
し
い
委
員

会
メ
ン
バ
ー
に

支
え
ら
れ
た
事

に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

10 月事業報告10月事業報告

十
月
例
会

十
月
例
会
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ 

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ 

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

〜
魂
込
め
た
食
の
祭
典
〜

〜
魂
込
め
た
食
の
祭
典
〜

１
０
月
１
５
日
（
土
）

１
０
：
０
０
〜
１
７
：
０
０

１
０
月
１
６
日
（
日
）　

１
０
：
０
０
〜
１
７
：
０
０

小
田
原
城
址
公
園
二
の
丸
広
場

会員出席率
８2．3％

担当した
中村副委員長
担当した
中村副委員長
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裏
方
で
頑
張
っ
て
い
た
上
谷
副
委
員
長
に
お

尋
ね
し
ま
す
。
こ
の
事
業
を
経
験
し
た
感
想

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
よ
り
小
田
原
Ｊ
Ｃ
で
初
事
業
と
し

て
開
催
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
れ
だ
け

の
お
客
さ
ん
に
来
場
い
た
だ
い
た
の
も
、
事

前
準
備
か
ら
関
連
諸
団
体
と
の
打
ち
合
わ
せ

や
被
災
地
の
支
援
な
ど
、
担
当
委
員
会
や
各

部
会
で
相
当
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。
小
田
原
Ｊ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー

全
員
で
一
つ
の
事
業
を
や
り
遂
げ
る
と
い
う

心
地
よ
い
達
成
感
を
味
わ
え
た
の
も
よ
か
っ

た
の
で
す
が
、
次
年
度
以
降
は
も
っ
と
他
団

体
と
の
連
携
を
図
り
、
こ
こ
か
ら
Ｊ
Ｃ
活
動

の
幅
を
も
っ
と
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
事
業
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

会
場
担
当
と
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
青

山
委
員
に
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

　
杉
山
特
別
委
員
長
が
会
場
担
当
の
部
会
長

で
し
た
が
、
私
の
役
割
・
期
日
、
そ
の
後
の

対
応
ま
で
指
示
し
て
い
た
だ
き
、
迷
う
こ
と

な
く
行
動
で
き
ま
し
た
。
会
場
設
営
・
撤
去

に
は
多
数
の
メ
ン
バ
ー
が
ご
協
力
く
だ
さ

り
、
会
場
担
当
幹
事
と
し
て
困
る
こ
と
は
何

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
場
設
営
当
日
、

テ
ン
ト
５
０
張
り
・
看
板
立
て
が
３
時
間
で

完
了
し
た
と
き
に
は「
Ｊ
Ｃ
の
若
き
パ
ワ
ー
」

を
感
じ
ま
し
た
。　

会
場
と
な
っ
た
小
田
原
二
の
丸
広
場
・
銅
門

に
は
、
昔
な
が
ら
の
地
形
・
生
垣
・
白
壁
が

残
っ
て
お
り
、
小
田
原
の
歴
史
と
小
田
原
の

の
ん
び
り
し
た
空
気
が
流
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
出
店
ブ
ー
ス
は
地
元
な
ら
で
は
の
小
田
原

丼
、Ｂ
級
グ
ル
メ
、
ぐ
る
っ
と
箱
根
・
県
内

の
ご
当
地
グ
ル
メ
が
揃
い
ま
し
た
。
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
終
了
時
刻
を
過
ぎ
て
も
お
帰
り
に

な
ら
な
い
お
客
様
の
姿
に
、
食
と
小
田
原
を

存
分
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
て
い
る
と
実
感

し
ま
し
た
。
ま
た
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
福
島

の
子
供
達
が
元
気
に
プ
レ
ー
し
喜
ぶ
姿
か
ら

「
ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た
」と
思
う
と
と
も
に
、

外
で
お
も
い
っ
き
り
遊
べ
な
い
と
い
う
現
状

を
知
り
、
原
発
事
故
の
も
た
ら
す
深
刻
さ
と

支
援
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。地
域
の
方
々

と
共
に
楽
し
み
、
ま
た
被
災
地
支
援
と
し
て

活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
充
実
感
あ
ふ
れ
る

２
日
間
で
し
た
。

被
災
地
担
当
の
杉
崎
室
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

開
催
ま
で
の
主
な
活
動
内
容
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

　
開
催
日
１
ヶ
月
半
前
か
ら
の
タ
イ
ト
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
事
業
構
築
の
経
験
が
浅

く
、
新
人
メ
ン
バ
ー
が
多
い
ア
カ
デ
ミ
ー
委

員
会
中
心
と
し
た
組
織
を
あ
え
て
創
り
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
か
ら
企
画
し
、
直
接
的
被
災
地
３
県

（
岩
手
・
宮
城
・
福
島
）
を
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で

の
流
通
を
生
み
出
し
な
が
ら
支
援
し
、
当
日

は
実
際
に
東
北
地
域
の
方
々
に
地
域
の
た
か

ら
を
小
田
原
城
に
持
ち
寄
り
振
舞
っ
て
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
別
会
場
で
は
地
元
唯
一
の

プ
ロ
チ
ー
ム
「
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
」
と
タ
ッ

グ
を
組
み
、
福
島
県
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
を
招
待
し
、
小
田
原
の
チ
ー
ム
と
親
善
試

合
を
し
、
大
雄
山
最
上
寺
で
宿
泊
・
座
禅
・

お
勤
め
を
し
、
最
後
は
プ
ロ
の
チ
ー
ム
の
試

合
観
戦
を
し
な
が
ら
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
組
み

ま
し
た
。

活
動
中
で
一
番
苦
労
し
た
部
分
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。
ま
た
裏
話
等
あ
り
ま
し
た
ら
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
開
催
日
１
ヶ
月
半
前
の
急
な
振
り
に
応
え

よ
う
と
開
催
ま
で
の
動
き
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
つ
く
る
こ
と
が
一
番
大
変
で
し
た
。
ま
た
、

ア
カ
デ
ミ
ー
メ
ン
バ
ー
を
事
業
構
築
の
始
め

か
ら
経
験
し
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
Ｊ
Ｃ
の
魅

力
を
体
感
し
て
頂
け
る
よ
う
に
企
画
し
て
い

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、Ｊ
Ｃ
運
動
に
火
が
つ

い
た
メ
ン
バ
ー
が
多
く
出
て
き
ま
し
た
。
特

に
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
く
れ
た
岩
手
県
担
当

の
井
上
君
、
福
島
県
担
当
の
一
寸
木
君
、
宮

城
県
担
当
の
椎
野
君
、
ベ
ル
マ
ー
レ
担
当
の

村
山
君
！
あ
な
た
た
ち
は
最
高
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
！
本
当
に
感

謝
！
あ
り
が
と
う
！

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
終
了
し
た
感
想
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

　
ま
ず
、
時
間
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
本

音
の
感
想
で
す
。
も
っ
と
時
間
が
あ
れ
ば
こ

ん
な
事
や
あ
ん
な
事
が
で
き
る
の
に
と
、
関

わ
っ
た
全
員
が
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
自
分

の
事
業
を
自
分
の
手
で
０
か
ら
生
み
出
せ
る

経
験
は
何
事
に
も
代
え
難
い
貴
重
な
経
験
を

し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ク
レ
ー
ム
ゼ
ロ
で

関
わ
っ
た
全
て
の
人
た
ち
全
員
か
ら
感
謝
さ

れ
る
事
業
を
被
災
地
支
援
部
会
は
全
員
の
力

で
作
り
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
先
日
福

島
県
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
３
．
１
１
か
ら

９
ヶ
月
以
上
が
経
っ
て
未
だ
に
復
旧
す
ら
出

来
て
い
な
い
地
域
が
あ
り
ま
す
。
将
来
の
見

通
し
が
立
た
な
い
ま
ち
が
あ
り
ま
す
。
風
評

被
害
で
仕
事
が
な
い
。
子
ど
も
達
が
外
に
出

ら
れ
な
い
。
し
か
し
彼
ら
は
明
る
く
元
気
に

振
舞
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
こ
の
震
災
こ

と
を
心
に
刻
ん
で
も
ら
う
た
め
に
・
・
・
。

こ
の
ま
ち
か
ら
ひ
と
り
一
人
が
自
覚
し
東
北

に
も
世
界
に
も
キ
モ
チ
を
届
け
ら
れ
る
こ
と

が
出
来
た
な
ら
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
し
、
我
々
小
田
原
Ｊ
Ｃ
の
ビ
ジ
ョ
ン
達
成

の
瞬
間
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

10 月事業報告10月事業報告 実行委員会
担当者独占インタビュー
実行委員会
担当者独占インタビュー

上谷富広副委員長上谷富広副委員長

青山恵美委員青山恵美委員杉崎尚人室長杉崎尚人室長

福島県からブース出店頂いた皆様福島県からブース出店頂いた皆様被災地支援部会のメンバー被災地支援部会のメンバー
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１
１
月
例
会
で
一
番
伝
え
た
か
っ
た
事

は
何
で
す
か

　
私
た
ち
が
日
本
の
国
民
で
あ
る
こ
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
自
明
の
こ
と

で
あ
る
と
日
常
に
お
い
て
は
考
え
て
い

て
、
改
め
て
「
確
認
」
を
す
る
こ
と
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
と

昨
今
の
領
土
領
海
に
お
け
る
問
題
に
お

い
て
、
国
家
の
主
権
を
守
り
え
な
く
な

り
つ
つ
あ
る
日
本
と
い
う
国
家
の
国
民

は
、
そ
の
存
在
は
あ
く
ま
で
も
現
状
成

立
を
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
い
犯

さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
環
境
に
あ
る

こ
と
を
、
い
ま
一
度
理
解
を
す
べ
き
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。
同
時
に
、
私
た
ち

国
民
が
日
本
と
い
う
国
家
が
抱
え
て
い

る
諸
問
題
に
無
関
心
で
あ
る
こ
と
は
、

翻
れ
ば
自
身
に
帰
り
う
る
不
利
益
で
あ

る
こ
と
を
私
た
ち
は
認
識
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

特
別
委
員
会
は
３
つ
の
例
会
を
通
じ
て

何
を
伝
え
た
か
っ
た
か

　
衣
食
住
に
足
り
、
平
等
に
教
育
を
受

け
る
権
利
を
持
ち
、
あ
る
程
度
の
安
心

安
全
の
な
か
で
生
き
て
い
る
私
た
ち
の

生
活
が
、
国
家
の
在
り
方
が
不
透
明
化

す
る
と
同
時
に
少
し
ず
つ
失
わ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
し
か
し
従
来
の
そ
れ
は
、

と
も
す
る
と
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
本
来
は
私
た
ち
が
努
力
を
し

て
手
に
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の

だ
、
と
い
う
認
識
が
薄
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
平
和
で
あ
る
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
。
た
だ
平
和
が
雰
囲
気
的

に
成
立
し
て
い
る
こ
と
と
は
大
違
い
で

す
。
今
一
度
、
地
域
市
民
一
人
ひ
と
り

が
、
こ
の
国
の
生
い
立
ち
、
い
ま
住
ま

う
地
域
統
治
の
在
り
方
、
そ
し
て
日
本

と
い
う
国
家
に
つ
い
て
も
う
一
度
学
び

直
す
こ
と
で
、
私
た
ち
が
担
う
べ
き
役

割
を
再
認
識
す
る
、
そ
ん
な
一
歩
を
踏

み
出
す
危
機
感
と
勇
気
を
感
じ
て
頂
け

た
な
ら
と
思
い
ま
す
。

特
別
委
員
長
の
独
り
言

３
月
・
９
月
・
１
１
月
・Ｈ
Ｊ
Ｊ
Ｃ
Ｃ

　
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
飛
び
込
み
、
実

に
課
題
の
多
い
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
勉
強
を
し
ま
し
た
し
、
勉

強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
司
会
を
経
験
し
た
感
想
を
教

え
て
く
だ
さ
い
（
三
浦
委
員
）

　
初
め
て
の
司
会
で
緊
張
し
て
し
ま

い
、
上
手
く
進
行
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
つ
く
づ
く
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

な
か
な
か
シ
ナ
リ
オ
通
り
に
は
い
か
な

い
も
の
で
す
ね
。
で
も
、
良
い
経
験
を

し
ま
し
た
。

横
田
夫
妻
送
り
迎
え
の
裏
話
を
教
え
て

く
だ
さ
い
（
神
野
幹
事
）

　
お
二
人
と
も
、
か
な
り
の
高
齢
の
た

め
若
干
お
疲
れ
だ
っ
た
よ
う
で
あ
ま
り

お
話
し
す
る
は
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
最
初
は
、
た
だ
の
行
方
不
明

と
し
て
警
察
で
扱
わ
れ
た
た
め
同
年
代

の
遺
体
が
発
見
さ
れ
る
と
、
ど
こ
ま
で

で
も
確
認
に
向
か
っ
た
そ
う
で
す
。
め

ぐ
み
さ
ん
が
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で

数
千
回
、
日
本
全
国
で
講
演
を
行
っ
て

き
た
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
行
っ
た

こ
と
の
な
い
県
は
な
い
、
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
、
体
力
の
限
界
が
来

て
お
り
、
何
年
も
続
か
な
い
だ
ろ
う
。

今
の
う
ち
に
、
出
来
る
限
り
伝
え
て
い

き
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

何
故
こ
の
卒
業
例
会
を
開
催
す
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　
卒
業
者
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
Ｊ

Ｃ
活
動
に
対
す
る
功
労
を
称
え
る
と
共

に
、J

Ｃ
活
動
で
経
験
し
て
き
た
貴
重

な
経
験
・
体
験
を
メ
ン
バ
ー
に
伝
え
て

戴
き
、
現
役
メ
ン
バ
ー
は
そ
の
「
思
い
」

を
受
け
、
次
年
度
以
降
の
活
動
の
糧
と

な
る
よ
う
な
場
を
提
供
し
、
２
０
１
１

年
度
の
総
決
算
と
な
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
致
し
ま
し
た
。

今
年
の
工
夫
等
教
え
て
下
さ
い

　
例
年
の
箱
根
開
催
を
小
田
原
市
街
地

に
変
え
、
式
典
か
ら
懇
親
会
、
２
次
会

ま
で
の
ア
ク
セ
ス
を
良
く
し
「
卒
業
者

を
み
ん
な
で
祝
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

動
員
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
式
典
に
関

し
て
は
「
場
所
」
よ
り
も
「
雰
囲
気
」

に
力
を
入
れ
、
ス
テ
ー
ジ
照
明
な
ど
を

工
夫
し
、卒
業
式
と
し
て
相
応
し
い
「
品

格
」
あ
る
演
出
を
行
い
ま
し
た
。
懇
親

会
で
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
メ
ン
バ
ー
か
ら

卒
業
者
へ
の

贈
り
物
と
し

て
サ
プ
ラ
イ

ズ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
行

い
、
懇
親
会

を
盛
り
上
げ

る
演
出
を
行

い
ま
し
た
。

１１月事業報告１１月事業報告

十
一
月
例
会

十
一
月
例
会

「
国
家
と
は
何
か
」

「
国
家
と
は
何
か
」

「
卒
業
者
を
囲
む
会
」

「
卒
業
者
を
囲
む
会
」

12 月事業報告12月事業報告

十
二
月
例
会

十
二
月
例
会

１
２
月
６
日
（
火
）

【
第
１
部
】
卒
業
式　
式
典

１
８
：
０
０
〜
２
０
：
４
５

小
田
原
お
堀
端
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

【
第
２
部
】
卒
業
者
を
囲
む
会

２
１
：
１
５
〜
２
３
：
０
０

万
葉
の
湯

会員出席率
８８．８％

会員出席率
７０．８％

１
１
月
１
日
（
火
）

１
９
：
０
０
〜
２
１
：
０
０

小
田
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
３
階　
大
研
修
室

祝
卒
業

祝
卒
業

ご卒業おめでとうございます！ご卒業おめでとうございます！
こ
れ
か
ら
は

各
地
域
・
各
分
野
で
活
躍
す
る

格
好
良
い
先
輩
で
い
て
下
さ
い

横田 滋・早紀江夫妻横田 滋・早紀江夫妻

柴田明訓君柴田明訓君

田川順也君田川順也君

伊東かずみ君伊東かずみ君

松浦秀幸君松浦秀幸君

瀬戸康弘君瀬戸康弘君

瀬戸佳君瀬戸佳君

大高英之君大高英之君

徳田健司君徳田健司君

小楠雅昭君小楠雅昭君 磯崎武志君磯崎武志君

下田悦基君下田悦基君

三浦健二君三浦健二君

村上道明君村上道明君

金宮秀典君金宮秀典君

加藤千潮君加藤千潮君

三宅秀和君三宅秀和君

（公社）日本青年会議所
主権国家確立委員会の皆様
（公社）日本青年会議所
主権国家確立委員会の皆様

15



東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て

 

社
団
法
人 

小
田
原
青
年
会
議
所

 

理
事
長　
釼
持　
賢
祐

　
犠
牲
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
は
衷
心
よ
り
哀

悼
の
意
を
表
し
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

３
月

１
１
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
有
事

に
伴
い
小
田
原
青
年
会
議
所
と
し
て
も
緊
急

事
態
宣
言
を
発
令
し
活
動
の
方
向
性
を
ま
ず

は
被
災
地
域
救
済
へ
舵
取
り
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 　
こ
の
問
題
は
東
北
地
方
だ
け
の
も
の
で
は

な
く
日
本
国
家
全
体
を
も
揺
る
が
す
問
題
で

あ
り
我
々
一
地
域
や
一
個
人
で
大
き
な
こ
と

は
出
来
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
私
た

ち
が
で
き
る
事
で
最
善
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 　
今
後
、
小
田
原
青
年
会
議
所
事
務
局
を
本

部
と
し
義
捐
金
の
基
金
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。 

そ
し
て
本
部
以
外
に
も
駅
前
等
で

活
動
し
て
い
く
予
定
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

年間事業報告年間事業報告

３
．1
1
東
日
本
大
震
災

　
　
　
被
災
地
支
援
活
動
報
告

３
．1
1
東
日
本
大
震
災

　
　
　
被
災
地
支
援
活
動
報
告

　　　　　　　　　　　募　金　活　動　報　告

3月 16日（水） 　18:00 ～ 19:00 　小田原駅アークロード  226,631 円
3月 17日（木） 　07:00 ～ 08:30 　小田原駅アークロード  185,636 円
3月 17日（木） 　17:00 ～ 19:00 　小田原駅アークロード  476,531 円
3月 18日（金） 　07:00 ～ 08:00 　小田原駅アークロード  98,225 円
3月 18日（金） 　17:00 ～ 19:00 　小田原駅アークロード  405,818 円
3月 19日（土） 　11:00 ～ 17:00 　小田原駅アークロード  404,419 円
3月 20日（日） 　11:00 ～ 17:00 　小田原駅アークロード  190,566 円
3月 21日（月） 　11:00 ～ 17:00 　小田原駅アークロード  250,265 円
3月 22日（火） 　17:00 ～ 19:00 　小田原駅アークロード  62,418 円
3月 23日（水） 　18:00 ～ 20:00 　小田原駅アークロード  97,598 円
3月 24日（木） 　18:00 ～ 20:00 　小田原駅アークロード  168,091 円
3月 25日（金） 　18:00 ～ 20:00 　小田原駅アークロード  84,283 円
3月 28日（月） 　18:00 ～ 20:00 　小田原駅アークロード  68,453 円
3月 29日（火） 　18:00 ～ 20:00 　小田原駅アークロード  91,507 円
3月 30日（水） 　18:00 ～ 20:00 　小田原駅アークロード  83,309 円
3月 31日（木） 　18:00 ～ 20:00 　小田原駅アークロード  57,013 円
4月 01日（金） 　18:00 ～ 20:00 　小田原駅アークロード  46,027 円
--------------------------------------------------------------------------------------------------------
 合計：2,996,790 円

募金箱設置協力店リスト

スナック木蓮
北海道ラーメン十勝屋
尾﨑商店
人力厨房
中華料理昇玉
安藤石油㈱
中国料理森羅
豚ＴＯＮ拍子まいうー
鳥ぎん　本店
スナック花梨
くっちゃいな鴨宮店
居酒や　かせん
炭火串焼き　城山楽
ＢＡＲ　７ｔｈ　ＮＥＳＴ
彩酒亭　洞
しょくあん
小田原　魚河岸田
酒茶や　なおえ
そば季寄　季作久
鳥ぎん　駅前店
炉ばた焼き　いくよ
医療法人 成美会 高橋歯科医院
エデンの園
光陽館
花のコウノ
わかば調剤薬局
日清亭
ケンズ (株）
ちもと
まるきや
吉池旅館ステーキハウス
餃子屋栢山店
井上酒店
アポロ荘
餃子ショップ
和食創作 enn
Paradise
湘南らーうどん
居酒屋五郎兵衞
スナックカサブランカ
札幌ラーメン山竹
クラテリス
仙次郎
慶州苑
相仙
KASEN
早川くるまやラーメン
amp
整体＆エステルーム REE
海鮮茶屋　魚国
あおき釣具店
仙次郎
鶴寿司
西湘畜産
DELSOLE
ステーキハウス西湘
ｲﾝﾌﾟﾙｰﾌ
スナック月花
金子商会
アリコ
田中金物店
ＳＭＢＣ日興
土間土間
まんま
平野（株）
セツコバレイスクール
星月
紫　～パープル～
花ふじ
ふじロマンス
印刷市場（おむろ）
和らく本陣
ＨＳＡ
しゅらり
ふわり
泰東興業
スナック００７
（有）イヨダ
伊勢屋
杉兼
田代吉右衛門本店
合計：　1,094,462 円
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井 上  貴 充
さがみ信用金庫　営業企画部

脇 山  直 也
（株）鈴木組

田 中  大 輔
（株）田中金物

椎 野  実 希
Foxy ／ Larimar　代表

二 見  真 衣
（株）リープ　代表取締役

村 山  真 康
（株）村山商店　主任

日 比 野  雅 弘
（有）ワンズファクトリー　代表取締役

田 中  秀 和
日興コーディアル証券（株）

一 寸 木  慎 也
（株）エスパックシステム

秋 元  洋 平
（株）岩本商店

奥 津  雄 介
パートナーズ㈱　AMISA

小 西  正 泰
（株）相模　　代表取締役

成 田  満 治
（有）成田建築　専務取締役

塩 脇  啓 吾
第一生命保険（株）

２０１１年度  新入会員紹介２０１１年度  新入会員紹介
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特別功労賞　　伊與田英史　　　
感謝状　　　　じんだ組・小田原市老人クラブ連合会・中台学先輩

優秀 JAYCEE 賞　石 井  昇優秀 JAYCEE 賞　石 井  昇

優秀委員会賞　　夢を繋ぐまちづくり委員会優秀委員会賞　　夢を繋ぐまちづくり委員会

優秀新人賞
安藤智子　田嶋崇之
細川強　　浅田真広

田川修三

優秀新人賞
安藤智子　田嶋崇之
細川強　　浅田真広

田川修三

理事長特別賞
竹田將俊・井上宗丈　
理事長特別賞

竹田將俊・井上宗丈　
感謝状

小楠雅昭・村上道明
田川順也・磯崎武志

感謝状
小楠雅昭・村上道明
田川順也・磯崎武志

優秀JAYCEE賞はＪＣ運動に顕著な功績があり、
例会出席率も高い個人を対象としました。
優秀JAYCEE賞はＪＣ運動に顕著な功績があり、
例会出席率も高い個人を対象としました。

委員会活動を通じてＪＣ運動に顕著な功績があり、且つ所属委員会
の例会・委員会出席率が良好であった委員会を対象としました。 
委員会活動を通じてＪＣ運動に顕著な功績があり、且つ所属委員会
の例会・委員会出席率が良好であった委員会を対象としました。 

長年にわたりＪＣ運動に顕著な功
績があった卒業生（正副経験者）
を対象としています。 

長年にわたりＪＣ運動に顕著な功
績があった卒業生（正副経験者）
を対象としています。 

入会２年未満の正会員で、ＪＣ運動
に積極的に参加し、且つ例会出席
率が良好であった個人を対象とし
ました。 

入会２年未満の正会員で、ＪＣ運動
に積極的に参加し、且つ例会出席
率が良好であった個人を対象とし
ました。 

理事長の独断で判断してもらって
いるので詳細は不明！狙って取れ
る賞ではありません。

理事長の独断で判断してもらって
いるので詳細は不明！狙って取れ
る賞ではありません。
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ありがとうございます！ありがとうございます！SPECIAL THANKS!SPECIAL THANKS!
～ご協力頂いた団体の皆様～～ご協力頂いた団体の皆様～（順不同）（順不同）

■６月例会　ＪＣ箱根フォーラム
・観光庁
・小田原市（観光課）
・箱根町
・真鶴町
・湯河原町
・御殿場市
・熱海市
・ＮＰＯ法人情緒豊かなまちづくり
・箱根湯本観光協会
・小田原市観光協会
・小田原箱根商工会議所小田原青年部
・小田原箱根商工会議所箱根青年部
・神奈川県西湘地域県政総合センター
・小田原市商店街連合会
・湘南建設業協会青年部会
・（有）箱根丸山物産
・熱海商工会議所

■１０月例会 Soul food Festa 2011
・小田原市（産業政策課）
・小田原市商店街連合会
・北條六斎市実行委員会
・小田原城ミュージックストリート実行委員会
・小田原映画祭実行委員会
・東通り商店会
・湘南ベルマーレ
・大雄山　最乗寺

■８月例会　JCサマースクール In2011
　　　　　　　「～美しいこころの学舎～」
・小田原市　農政課
・小田原市産業政策課
・小田原市教育委員会
・小田原市森林組合
・小田原市老人クラブ連合会
・報徳農場
・関東学院大学　学生生活課
・小田原女子短期大学
・松居和氏（講師講演）
・林青会
・日本 JC　徳あふれる心醸成会議（家訓プログラム）

協賛
・ハウス食品
・㈱古川

■１０月例会（JC autumn Area Connection
～日本の遊び向上フェスタ～＆チャレンジみんなのお店）
・小田原じんだ組　
・小田原市老人クラブ連合会
・関東学院大学（学生ボランティア）
・小田原女子短期大学（学生ボランティア）
・さがみ信用金庫（ポップコーン機械を借用）
・JCサマースクール参加親子

協賛
・万葉倶楽部㈱
・天成園
・海舟

ご協力ありがとうございました。ご協力ありがとうございました。
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社団法人小田原青年会議所
年間事業報告書　2011

社団法人小田原青年会議所
神奈川県小田原市本町 1-1-38

あいおいニッセイ同和損保ビル 1F

tel . 0465 (22) 6381　fax . 0465 (22) 8200

mail . info@odawara-jc.or.jp

http://www.odawara-jc.or.jp/

発行責任者 釼 持  賢 祐

編集責任者 加 藤  千 潮

編集担当者 総務広報委員会

　委員長 谷　聖昭
　副委員長 大森円
　 日下智博
　幹　事 伊東かずみ
　 山田満

　製　　作 印  刷  市  場

２０１２年度
社団法人小田原青年会議所
第５５代理事長　古川大司

≪２０１２年度スローガン≫

２０１２年度も小田原青年会議所を宜しくお願い致します

年間事業報告書担当：総務広報委員会

谷委員長谷委員長
大森副委員長大森副委員長

日下副委員長日下副委員長山田幹事山田幹事
伊東幹事伊東幹事
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